
四半世紀記念 万有シンポジウム
― 万有シンポジウムの総括と発展 ―

ProgramProgram

Opening Remarks 中村　栄一（東京大学　総括プロジェクト機構・大学院理学系研究科）

講　　演 徳山　英利（東北大学大学院薬学研究科）

講　　演 伊丹　健一郎（名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所）

講　　演 相田　卓三（東京大学大学院工学系研究科）

基調講演 山本　尚（中部大学分子性触媒研究センター）

特別講演 大村　智（北里大学特別栄誉教授）

Closing Remarks 藤田　誠（東京大学大学院工学系研究科）

お問い合わせ先

〒102-8667 東京都千代田区九段北一丁目13番12号 北の丸スクエア
TEL.03-6272-1098  FAX.03-6238-9128 
http://www.msd-life-science-foundation.or.jp/

Quarter Century Anniversary Banyu Symposium
General overview and evolution of Banyu symposium

主　　催： 四半世紀記念万有シンポジウム実行委員会
 中村栄一（発起人代表）、 藤田 誠（実行委員長）、 井上将行、
 内山真伸、 小林 修、 鈴木啓介
協　　賛： 日本化学会、日本薬学会、有機合成化学協会

2016年12月3日（土） 
13：00～17：00

2016年12月3日（土） 
13：00～17：00

日　時

東京大学伊藤国際学術研究センター
伊藤謝恩ホール
〒113-0033　東京都文京区本郷7-3-1

東京大学伊藤国際学術研究センター
伊藤謝恩ホール
〒113-0033　東京都文京区本郷7-3-1

会　場

シンポジウム参加費
一般（教員/博士研究員/企業）： 10,000円（当日13,000円）

学生（大学院/学部）： 無料
参加費支払期日  11月21日 （月）（※支払期日以降は当日扱いになります）

申込方法
MSD生命科学財団ホームページ
http://www.msd-life-science-foundation.or.jp/ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よりお申込みください。

400名 （定員になり次第締切）

定　　員

後　　援： 公益財団法人 MSD生命科学財団
顧　　問： 柴﨑正勝、 鈴木 章、 玉尾晧平、 根岸英一、 野依良治、 
 向山光昭、 村井眞二、 山本 尚
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2015年のノーベル賞に大村智先生、梶田隆章先生が決定し、日本の自然科学分野のノーベル賞
受賞者は21人（米国籍を取得した2名を含む）となりました。特に、2000年以降の受賞者は16人と、
アメリカに次ぐ世界第2位を誇り、これはまさに日本の科学技術のレベルの高さを示すものです。
一方で、日本の科学技術を取り巻く環境の変化は著しく、基礎研究基盤の脆弱化、他国の追い上げ、
若者の科学離れのなかで次世代研究者の育成等、将来に向けた課題が山積していることも事実です。
この環境変化に対応して、日本が科学技術立国としての発展を今後も継続していくためには、
高付加価値を生み出す革新的な科学技術の創製とそれを最大限に活用した精密産業の活性化が重要
であることは論をまちません。科学技術の革新と産業活性化のプロセスをリードする領域としての
有機合成化学への期待はますます高まっています。
万有生命科学振興国際交流財団※（万有財団）は、日本が国際競争力を維持し、発展するための鍵と
なる領域として有機合成化学に早くから着目し、四半世紀を超える長きにわたって万有シンポ
ジウム（札幌、仙台、福岡、名古屋）を開催してこられました。この万有シンポジウムでは、延べ
4万人以上の学生が有機合成化学の深遠さと広さ、その無限の可能性に啓発され、数多くの素晴らしい
人材が育ってきました。
さらにこの10年、万有財団はLectureship Award MBLAや大津会議など、国際性、独創性のある
リーダーを育成するための新企画を次々と展開されました。有機合成化学を中心とした化学研究に
おける我が国の国際的地位を保つ上で、万有財団の役割は無視することができないほど大きなものと
なっています。
私たちは、長年にわたりこれらの活動を継続された万有財団に心からの感謝と敬意を表する機会
として本シンポジウムを開催し、日本発のイノベーションを加速するために、医薬開発の根幹を
担う有機合成化学は今後どのような方向を目指すべきなのか、さらには、今後の万有シンポジウム
活動に期待するものは何かについて熱く語り合う場にしたいと考えています。

　　2016年 3月　　

四半世紀記念 万有シンポジウム　
発起人代表　中村 栄一　

発起人　73名　　　

趣  意  書

お問い合わせ先

〒102-8667 東京都千代田区九段北一丁目13番12号 北の丸スクエア
TEL.03-6272-1098  FAX.03-6238-9128 
http://www.msd-life-science-foundation.or.jp/

※万有生命科学振興国際交流財団は2016年10月1日より名称を変更し、公益財団法人MSD生命科学財団となりました。


